
令
和
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
号

確
定
拠
出
年
金
に
お
け
る
他
制
度
掛
金
相
当
額
及

び
共
済
掛
金
相
当
額
の
算
定
に
関
す
る
省
令

確
定
拠
出
年
金
法
施
行
令
（
平
成
十
三
年
政
令
第
二
百

四
十
八
号
）
第
十
一
条
第
二
号
及
び
第
三
十
六
条
第
五
号

並
び
に
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の

た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年

政
令
第
七
十
四
号
）
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
ら
れ
て
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
公

的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚

生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年

政
令
第
七
十
三
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
確

定
拠
出
年
金
法
施
行
令
第
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
確
定
拠
出
年
金
に
お
け
る
他
制
度
掛
金
相
当
額
及
び

共
済
掛
金
相
当
額
の
算
定
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条
　
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
令
（
平
成
十
三
年
政
令

第
二
百
四
十
八
号
）
第
十
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
他

制
度
掛
金
相
当
額
（
第
三
条
か
ら
第
七
条
ま
で
、
第
十

条
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
二
条
第
一
項
及
び
附
則

第
二
条
第
一
項
に
お
い
て
「
他
制
度
掛
金
相
当
額
」
と

い
う
。
）
及
び
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性

の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令

（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
七
十
四
号
。
以
下
「
経
過
措

置
政
令
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
ら
れ
て
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ

れ
た
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の

た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
七
十
三
号
。
以
下
「
整
備
政

令
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
確

定
拠
出
年
金
法
施
行
令
第
十
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る

他
制
度
掛
金
相
当
額
（
第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
一
条

第
二
項
、
第
十
二
条
第
二
項
及
び
附
則
第
二
条
第
二
項

に
お
い
て
「
他
制
度
掛
金
相
当
額
」
と
い
う
。
）
並
び

に
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
令
第
三
十
六
条
第
五
号
に
規

定
す
る
共
済
掛
金
相
当
額
（
以
下
「
共
済
掛
金
相
当

額
」
と
い
う
。
）
の
算
定
に
関
し
て
は
、
こ
の
省
令
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用

語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

一
　
廃
止
前
厚
生
年
金
基
金
令
　
整
備
政
令
第
一
条
の

規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
厚
生
年
金
基
金
令
（
昭
和
四

十
一
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
を
い
う
。

二
　
廃
止
前
厚
生
年
金
基
金
規
則
　
公
的
年
金
制
度
の

健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保

険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚

生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関

す
る
省
令
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十

号
。
以
下
「
整
備
省
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
規

定
に
よ
る
廃
止
前
の
厚
生
年
金
基
金
規
則
（
昭
和
四

十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
四
号
）
を
い
う
。

三
　
確
定
給
付
企
業
年
金
　
確
定
給
付
企
業
年
金
法

（
平
成
十
三
年
法
律
第
五
十
号
）
第
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
確
定
給
付
企
業
年
金
を
い
う
。

四
　
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
　
確
定
給
付
企
業
年
金

法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十

二
号
）
第
一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
リ
ス
ク
分
担
型

企
業
年
金
を
い
う
。

五
　
存
続
厚
生
年
金
基
金
　
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性

及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第

六
十
三
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第

三
条
第
十
一
号
に
規
定
す
る
存
続
厚
生
年
金
基
金
を

い
う
。

六
　
加
入
者
　
第
七
条
を
除
き
、
確
定
給
付
企
業
年
金

の
加
入
者
（
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
令
（
平
成

十
三
年
政
令
第
四
百
二
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
五

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
月
に
つ
い
て
確
定

給
付
企
業
年
金
の
給
付
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
し
な

い
者
を
除
く
。
）
を
い
う
。

七
　
加
入
員
　
存
続
厚
生
年
金
基
金
の
加
入
員
を
い

う
。

八
　
財
政
計
算
　
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
第

二
十
四
条
の
三
第
一
号
イ
（
１
）
に
規
定
す
る
財
政

計
算
を
い
う
。

九
　
財
政
再
計
算
　
経
過
措
置
政
令
第
三
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ

た
廃
止
前
厚
生
年
金
基
金
令
第
三
十
三
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
く
掛
金
の
額
の
再
計
算
又
は
整
備
省
令

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を

有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
廃
止
前
厚
生
年
金
基
金
規
則

第
三
十
二
条
の
三
に
規
定
す
る
掛
金
の
額
の
計
算
を

い
う
。

（
確
定
給
付
企
業
年
金
の
加
入
者
に
係
る
他
制
度
掛
金

相
当
額
の
算
定
方
法
）

第
三
条
　
加
入
者
（
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
の
加
入
者

を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
他

制
度
掛
金
相
当
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
標
準
掛
金

額
（
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
第
四
十
五
条
第

二
項
に
規
定
す
る
標
準
掛
金
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

及
び
次
項
並
び
に
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
計
算
に

用
い
た
財
政
方
式
（
確
定
給
付
企
業
年
金
法
第
五
十
七

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
将
来
に
わ
た
っ
て
財
政
の
均
衡

を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
掛
金
の
額
を
計
算
す
る

方
式
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
区

分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定

し
た
額
と
す
る
。

一
　
加
入
年
齢
方
式
（
特
定
の
年
齢
で
確
定
給
付
企
業

年
金
に
加
入
す
る
者
で
あ
っ
て
標
準
的
な
加
入
者
と

し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
者
（
以
下
こ
の
号
に

お
い
て
「
標
準
的
な
加
入
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る

将
来
の
給
付
に
要
す
る
費
用
（
確
定
給
付
企
業
年
金

法
施
行
規
則
第
四
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
給
付

に
要
す
る
費
用
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
充
て
る

た
め
の
標
準
掛
金
額
を
計
算
す
る
財
政
方
式
を
い

う
。
）
　
次
の
イ
に
掲
げ
る
額
を
次
の
ロ
に
掲
げ
る
額

で
除
し
た
額
を
一
月
当
た
り
の
額
に
換
算
し
た
額

イ
　
標
準
的
な
加
入
者
に
係
る
将
来
の
給
付
に
要
す

る
費
用
の
予
想
額
の
現
価
に
相
当
す
る
額

ロ
　
一
円
に
標
準
的
な
加
入
者
の
人
数
と
し
て
予
想

さ
れ
る
人
数
を
乗
じ
て
得
た
額
の
現
価
に
相
当
す

る
額

二
　
開
放
基
金
方
式
（
加
入
者
及
び
加
入
者
と
な
る
者

に
係
る
将
来
の
給
付
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め

の
標
準
掛
金
額
を
計
算
す
る
財
政
方
式
を
い
う
。
）
　

次
の
イ
に
掲
げ
る
額
を
次
の
ロ
に
掲
げ
る
額
で
除
し

た
額
を
一
月
当
た
り
の
額
に
換
算
し
た
額

イ
　
加
入
者
及
び
加
入
者
と
な
る
者
に
係
る
将
来
の

給
付
に
要
す
る
費
用
の
予
想
額
の
現
価
に
相
当
す

る
額

ロ
　
一
円
に
加
入
者
及
び
加
入
者
と
な
る
者
の
人
数

と
し
て
予
想
さ
れ
る
人
数
を
乗
じ
て
得
た
額
の
現

価
に
相
当
す
る
額

三
　
閉
鎖
型
総
合
保
険
料
方
式
（
確
定
給
付
企
業
年
金

法
第
五
十
九
条
に
規
定
す
る
積
立
金
の
額
を
考
慮
し

て
加
入
者
及
び
加
入
者
で
あ
っ
た
者
に
係
る
給
付
に

要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
の
掛
金
の
額
を
計
算
す

る
財
政
方
式
を
い
う
。
）
　
次
の
イ
に
掲
げ
る
額
を
次

の
ロ
に
掲
げ
る
額
で
除
し
た
額
を
一
月
当
た
り
の
額

に
換
算
し
た
額

イ
　
加
入
者
に
係
る
将
来
の
給
付
に
要
す
る
費
用
の

予
想
額
の
現
価
に
相
当
す
る
額

ロ
　
一
円
に
加
入
者
の
人
数
と
し
て
予
想
さ
れ
る
人

数
を
乗
じ
て
得
た
額
の
現
価
に
相
当
す
る
額

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
財
政
方
式
以
外
の
財
政
方
式
　

前
三
号
の
算
定
方
法
に
準
じ
た
算
定
方
法
と
し
て
厚

生
労
働
大
臣
が
認
め
る
算
定
方
法
に
よ
り
算
定
し

た
額

２
　
前
項
各
号
に
掲
げ
る
額
の
算
定
に
用
い
る
基
礎
率

（
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
第
四
十
三
条
第
一

項
に
規
定
す
る
基
礎
率
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
は
、
直
近
の
標
準
掛
金
額
の
計
算
に
用
い

た
基
礎
率
と
同
一
の
も
の
と
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
は
、
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
の
加

入
者
に
係
る
他
制
度
掛
金
相
当
額
を
算
定
す
る
場
合
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中

「
加
入
者
（
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
の
加
入
者
を
除

く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は

「
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
の
加
入
者
（
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
加
入
者
」
と
い
う
。
）
」
と
、
「
確
定
給
付

企
業
年
金
法
施
行
規
則
第
四
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す

る
標
準
掛
金
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
並
び

に
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行

規
則
第
四
十
六
条
の
三
第
一
項
の
計
算
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
標
準
掛
金
額
（
同
条
第
二
項
第
一
号
又
は
第
三
号

に
基
づ
く
変
更
を
行
っ
た
場
合
は
当
該
変
更
後
の
額
）

を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
」
と
、
同
項
各
号
中

「
将
来
の
給
付
に
要
す
る
費
用
」
と
あ
る
の
は
「
調
整

前
の
将
来
の
給
付
に
要
す
る
費
用
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

（
簡
易
な
基
準
に
基
づ
く
確
定
給
付
企
業
年
金
等
の
加

入
者
に
係
る
他
制
度
掛
金
相
当
額
の
算
定
方
法
）

第
四
条
　
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
第
六
十
五
条

に
規
定
す
る
簡
易
な
基
準
に
基
づ
く
確
定
給
付
企
業
年

金
又
は
前
条
の
算
定
方
法
に
よ
る
他
制
度
掛
金
相
当
額

の
算
定
が
困
難
で
あ
る
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
確

定
給
付
企
業
年
金
の
加
入
者
に
係
る
他
制
度
掛
金
相
当

額
は
、
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
直
近
の
財
政
計

算
（
当
該
確
定
給
付
企
業
年
金
が
リ
ス
ク
分
担
型
企
業

年
金
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
令
第
四
十
六
条
の

三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
掛
金
の
額
の
計
算
又
は
同
条

第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
リ
ス

ク
分
担
型
企
業
年
金
掛
金
額
（
同
令
第
四
十
五
条
第
四

項
に
規
定
す
る
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
掛
金
額
を
い

う
。
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

再
計
算
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

計
算
基
準
日
（
同
令
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
七
条
第

一
項
に
規
定
す
る
計
算
基
準
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

及
び
附
則
第
二
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け

る
当
該
財
政
計
算
の
結
果
に
基
づ
く
標
準
掛
金
額
（
当

該
確
定
給
付
企
業
年
金
が
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
で

1



あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
令
第
四
十
六
条
の
三
第
一

項
の
計
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
標
準
掛
金
額
（
同
条
第

二
項
第
一
号
又
は
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
変
更
を
行
っ

た
場
合
は
当
該
変
更
後
の
額
）
）
を
当
該
財
政
計
算
の

計
算
基
準
日
に
お
け
る
加
入
者
の
数
で
除
し
た
額
を
一

月
当
た
り
の
額
に
換
算
し
た
額
と
す
る
。

（
確
定
給
付
企
業
年
金
の
加
入
者
負
担
分
の
除
外
）

第
五
条
　
確
定
給
付
企
業
年
金
法
第
五
十
五
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
掛
金
の
一
部
を
負
担
し
て
い
る
加
入
者
に

係
る
他
制
度
掛
金
相
当
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
同
項

の
規
定
に
よ
り
加
入
者
が
負
担
す
る
掛
金
は
零
で
あ
る

も
の
と
し
て
前
二
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
確
定
給
付
企
業
年
金
に
お
け
る
掛
金
の
控
除
を
行
う

場
合
）

第
六
条
　
確
定
給
付
企
業
年
金
法
第
六
十
四
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
掛
金
の
控
除
を
行
う
事
業
主
等
（
同
法
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
主
等
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
の
確
定
給
付
企
業
年
金
の
加
入
者
に
係
る

他
制
度
掛
金
相
当
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
六

十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
額
は
零
で
あ
る
も
の
と
し
て
第
三
条
及
び
第
四
条

の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
私
立
学
校
教
職
員
共
済
制
度
の
加
入
者
等
に
係
る
他

制
度
掛
金
相
当
額
の
算
定
方
法
）

第
七
条
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
他
制
度
掛
金
相

当
額
は
、
第
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
条
（
第
三

条
第
一
項
第
三
号
の
算
定
方
法
に
よ
る
他
制
度
掛
金
相

当
額
の
算
定
が
困
難
で
あ
る
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め

る
場
合
に
限
る
。
）
の
算
定
方
法
に
準
じ
た
方
法
に
よ

り
算
定
さ
れ
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額

と
す
る
。

一
　
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律

第
二
百
四
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
私
立
学
校
教
職

員
共
済
制
度
の
加
入
者

二
　
石
炭
鉱
業
年
金
基
金
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第

百
三
十
五
号
）
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
坑
内

員
（
石
炭
鉱
業
年
金
基
金
が
同
法
第
十
八
条
第
一
項

の
事
業
を
行
う
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
坑
外
員

を
含
む
。
）

（
存
続
厚
生
年
金
基
金
の
加
入
員
に
係
る
他
制
度
掛
金

相
当
額
の
算
定
方
法
）

第
八
条
　
加
入
員
に
係
る
他
制
度
掛
金
相
当
額
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
標
準
掛
金
額
（
整
備
省
令
第
十
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と

さ
れ
た
廃
止
前
厚
生
年
金
基
金
規
則
第
三
十
二
条
第
三

項
に
規
定
す
る
標
準
掛
金
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
計
算
に
用
い
た
財
政
方
式
（
経
過

措
置
政
令
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効

力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
廃
止
前
厚
生
年
金
基
金
令

第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
将
来
に
わ
た

っ
て
財
政
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
掛
金

の
額
を
計
算
す
る
方
式
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。

一
　
加
入
年
齢
方
式
（
特
定
の
年
齢
で
存
続
厚
生
年
金

基
金
に
加
入
す
る
者
で
あ
っ
て
標
準
的
な
加
入
員
と

し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
者
（
以
下
こ
の
号
に

お
い
て
「
標
準
的
な
加
入
員
」
と
い
う
。
）
に
係
る

将
来
の
年
金
た
る
給
付
及
び
一
時
金
た
る
給
付
に
要

す
る
費
用
（
整
備
省
令
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
廃
止

前
厚
生
年
金
基
金
規
則
第
三
十
二
条
第
三
項
に
規
定

す
る
年
金
た
る
給
付
及
び
一
時
金
た
る
給
付
に
要
す

る
費
用
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
充
て
る
た
め
の

標
準
掛
金
額
を
計
算
す
る
財
政
方
式
を
い
う
。
）
　
次

の
イ
に
掲
げ
る
額
を
次
の
ロ
に
掲
げ
る
額
で
除
し
た

額
を
一
月
当
た
り
の
額
に
換
算
し
た
額

イ
　
標
準
的
な
加
入
員
に
係
る
将
来
の
年
金
た
る
給

付
及
び
一
時
金
た
る
給
付
に
要
す
る
費
用
（
改
正

法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の

効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
改
正
法
第
一
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和

二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
百
三
十
二
条
第

二
項
に
規
定
す
る
額
に
要
す
る
費
用
を
除
く
。
次

号
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
予
想
額
の
現
価
に
相

当
す
る
額

ロ
　
一
円
に
標
準
的
な
加
入
員
の
人
数
と
し
て
予
想

さ
れ
る
人
数
を
乗
じ
て
得
た
額
の
現
価
に
相
当
す

る
額

二
　
開
放
基
金
方
式
（
加
入
員
及
び
加
入
員
と
な
る
者

に
係
る
将
来
の
年
金
た
る
給
付
及
び
一
時
金
た
る
給

付
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
の
標
準
掛
金
額
を

計
算
す
る
財
政
方
式
を
い
う
。
）
　
次
の
イ
に
掲
げ
る

額
を
次
の
ロ
に
掲
げ
る
額
で
除
し
た
額
を
一
月
当
た

り
の
額
に
換
算
し
た
額

イ
　
加
入
員
及
び
加
入
員
と
な
る
者
に
係
る
将
来
の

年
金
た
る
給
付
及
び
一
時
金
た
る
給
付
に
要
す
る

費
用
の
予
想
額
の
現
価
に
相
当
す
る
額

ロ
　
一
円
に
加
入
員
及
び
加
入
員
の
人
数
と
し
て
予

想
さ
れ
る
人
数
を
乗
じ
て
得
た
額
の
現
価
に
相
当

す
る
額

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
財
政
方
式
以
外
の
財
政
方
式
　

前
二
号
の
算
定
方
法
に
準
じ
た
算
定
方
法
と
し
て
厚

生
労
働
大
臣
が
認
め
る
算
定
方
法
に
よ
り
算
定
し

た
額

２
　
前
項
各
号
に
掲
げ
る
額
の
算
定
に
用
い
る
基
礎
率

（
整
備
省
令
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ

の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
廃
止
前
厚
生
年
金
基

金
規
則
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
礎
率
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
直
近
の
標

準
掛
金
額
の
計
算
に
用
い
た
基
礎
率
と
同
一
の
も
の
と

す
る
。

（
存
続
厚
生
年
金
基
金
に
お
け
る
掛
金
の
控
除
を
行
う

場
合
）

第
九
条
　
経
過
措
置
政
令
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
廃
止
前
厚
生

年
金
基
金
令
第
三
十
九
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

掛
金
の
控
除
を
行
う
存
続
厚
生
年
金
基
金
の
加
入
員
に

係
る
他
制
度
掛
金
相
当
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
同
項

の
規
定
に
よ
り
控
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
額
は
零
で

あ
る
も
の
と
し
て
前
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
共
済
掛
金
相
当
額
の
算
定
方
法
）

第
十
条
　
共
済
掛
金
相
当
額
は
、
第
三
条
第
一
項
第
三
号

及
び
第
四
条
（
第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
算
定
方
法
に

よ
る
他
制
度
掛
金
相
当
額
の
算
定
が
困
難
で
あ
る
と
厚

生
労
働
大
臣
が
認
め
る
場
合
に
限
る
。
）
の
算
定
方
法

に
準
じ
た
方
法
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
と
し
て
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
額
と
す
る
。

（
端
数
計
算
）

第
十
一
条
　
他
制
度
掛
金
相
当
額
を
算
定
す
る
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
算
定
し
た
額
に
五
百
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
百
円
以
上
千
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
千
円
に
切
り
上
げ

る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
は
、
他
制
度
掛
金
相
当
額
及
び
共
済
掛

金
相
当
額
を
算
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
他
制
度
掛
金
相
当
額
及
び
共
済
掛
金
相
当
額
の
再
算

定
）

第
十
二
条
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
者
に
係

る
他
制
度
掛
金
相
当
額
を
再
度
算
定
す
る
も
の
と
す

る
。

一
　
加
入
者
（
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
の
加
入
者
を

除
く
。
）
　
確
定
給
付
企
業
年
金
法
第
五
十
八
条
第
一

項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
六
十
二
条
の
規
定
に
よ

り
掛
金
の
額
が
再
計
算
さ
れ
た
場
合

二
　
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
の
加
入
者
　
確
定
給
付

企
業
年
金
法
施
行
規
則
第
四
十
六
条
の
三
第
一
項
又

は
同
条
第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
の
規
定
に

よ
り
リ
ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
掛
金
額
が
計
算
さ
れ

た
場
合

三
　
第
七
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
　
私
立
学
校
教
職
員

共
済
法
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
退
職
等
年
金

給
付
に
係
る
掛
金
率
（
同
法
第
二
十
七
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
共
済
規
程
（
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規

定
す
る
共
済
規
程
を
い
う
。
）
で
定
め
る
同
法
第
二

十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
割
合
を
い
う
。
）
が
再

計
算
さ
れ
た
場
合

四
　
第
七
条
第
二
号
に
掲
げ
る
者
　
石
炭
鉱
業
年
金
基

金
法
第
二
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
掛
金
の
額

が
再
計
算
さ
れ
た
場
合

２
　
加
入
員
に
つ
い
て
、
財
政
再
計
算
が
行
わ
れ
た
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
者
に
係
る
他
制
度
掛
金
相
当
額
を

再
度
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
者
に
係
る
共
済

掛
金
相
当
額
を
再
度
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
厚
生
年
金
保
険
法
第
二
条
の
五
第
一
項
第
二
号
に

規
定
す
る
第
二
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
　
国
家
公
務

員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八

号
）
第
九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
三

号
に
規
定
す
る
費
用
が
再
計
算
さ
れ
た
場
合

二
　
厚
生
年
金
保
険
法
第
二
条
の
五
第
一
項
第
三
号
に

規
定
す
る
第
三
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
　
地
方
公
務

員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十

二
号
）
第
百
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
第

三
号
に
規
定
す
る
費
用
が
再
計
算
さ
れ
た
場
合

附
　
則

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
を
計
算
基
準
日
と
す

る
財
政
計
算
の
結
果
に
基
づ
い
て
掛
金
の
額
を
算
定
す

る
事
業
主
等
の
確
定
給
付
企
業
年
金
の
加
入
者
に
係
る

他
制
度
掛
金
相
当
額
は
、
第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
を
掛
金
の
算
出
の
基
準
と

な
る
日
と
す
る
財
政
再
計
算
の
結
果
に
基
づ
い
て
掛
金

の
額
を
算
定
す
る
存
続
厚
生
年
金
基
金
の
加
入
員
に
係

る
他
制
度
掛
金
相
当
額
は
、
第
八
条
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
直
近
の
財
政
再
計
算
の
掛
金
の
算
出
の
基
準
と

な
る
日
に
お
け
る
当
該
財
政
再
計
算
の
結
果
に
基
づ
く

標
準
掛
金
額
（
経
過
措
置
政
令
第
三
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
廃
止

前
厚
生
年
金
基
金
令
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る

免
除
保
険
料
額
を
除
く
。
）
を
当
該
財
政
再
計
算
の
掛

金
の
算
出
の
基
準
と
な
る
日
に
お
け
る
加
入
員
の
数
で

除
し
た
額
を
一
月
当
た
り
の
額
に
換
算
し
た
額
と
す
る

2



こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
経
過
措
置
政
令
第
三
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と

さ
れ
た
廃
止
前
厚
生
年
金
基
金
令
第
三
十
九
条
の
四
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
掛
金
の
控
除
を
行
う
存
続
厚
生
年

金
基
金
の
加
入
員
に
係
る
他
制
度
掛
金
相
当
額
の
算
定

に
お
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
額
は
零
で
あ
る
も
の
と
す
る
。
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